
一
之
宮
の
森
で
遊
ん
で
、
森
に
親
し
み
、

森
を
も
っ
と
知
ろ
う

と
、
一
之
宮

の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
体
験
学
習
「
一

之
宮
の
森
で
遊
ぼ
う
」
が
10
月
３
日
に
位

山
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
体
験
を
通
じ
て
子
ど
も

を
育
て
よ
う
と
、
独
立
行
政
法
人
国
立
青

少
年
教
育
振
興
機
構
の
「
体
験
の
風
を
お

こ
そ
う
」
事
業
を
利
用
し
た
「
神
通
川
源

流
文
化
と
自
然
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ

の
事
業
は
一
之
宮
ま
ち
協
が
母
体
の
「
神

通
川
源
流
文
化
と
自
然
体
験
の
風
実
行
委

員
会
」
が
主
催
す
る
も
の
。

参
加
し
た
の
は
小
学
生
や
中
学
生
36
人

と
保
護
者
５
人
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
だ
位
山
ふ

る
さ
と
学
校
や
一
之
宮
林
業
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
、
そ
れ
に
専
門
の
講
師
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
協
力
し
ま
し
た
。

こ
の
日
体
験
学
習
に
組
ま
れ
た
の
は
、

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
植
林
体
験
、
そ

れ
に
森
の
観
察
の
３
つ
で
、
参
加
者
は
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
を
順
に

体
験
し
て
回
り
ま
し
た
。

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、
講
師
か

ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
サ
ド
ル
な
ど
器
具
の
装

着
の
指
導
を
受
け
、
ロ
ー
プ
と
フ
ッ
ト
ル
ー

プ
を
手
足
で
操
作
し
て
登
っ
た
り
降
り
た

り
す
る
方
法
を
学
び
、
ス
リ
ル
と
爽
快
感

を
体
験
し
ま
し
た
。

植
林
体
験
で
は
治
良
ケ
森
で
栗
と
山
桜

の
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。
森
の
観
察
で
は
、

散
策
コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
講
師
か
ら
、

位
山
周
辺
だ
け
に
生
育
し
て
い
る
キ
セ
ル

ア
ザ
ミ
を
観
察
し
た
り
、
サ
サ
の
葉
に
穴

が
横
一
列
に
あ
い
て
い
る
弾
痕
笹
の
話
な

ど
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

一
之
宮
ま
ち
協
だ
よ
り

一之宮町

まちづくり協議会

広報委員会

第１８号

平成27年11月1日

高山市一之宮町3087

電話 53-2424

平成２７年１１月１日（日）第１８号
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この季節に恒例となった「わが町の文化遺産巡り」が、今

年は３８人が参加して１０月１１日に、高山市街地にある

「高山陣屋」まで足を運び行われました。

過去４回のこの行事は一之宮町内をいくつかのコースに分

けて実施されてきましたが、今年は一之宮にも縁の深い「大

原騒動」についてさらに詳しく学ぼうと“遠征”となったも

のです。

まずは水無神社で、講師の山腰曠さんから大原騒動の一宮

大集会などの話を聞いた後、定期バスで高山市街へ。バスか

ら降りた一行は、いつものように「のぼり旗」を立てて陣屋

まで歩いて向かい、学習の前に陣屋の朝市で買い物を楽しみ

ました。

江戸幕府の直轄領の代官所である陣屋の中では、大原騒動

を中心にガイドの説明を聞きながら見学して回りました。

そしていよいよクライマックスともいうべき紙芝居を代官

の居間で鑑賞。野添幸夫さん作・演の恒例の紙芝居、今年は

大原騒動を描いたもので、今回は特別に野

添さん自身による詩吟の朗唱もあって

参加者は大喜び。居合わせた観光客ら

からも拍手が湧き、大いに盛り上がったすば

らしい文化遺産巡りとなりました。

一之宮の文化遺産巡り、来年はどこを巡るのか、今から楽

しみです。

講師の指導を受けながらロープを使い木に登る子どもたち

わが町の文化遺産巡り

野添さん手づくりの大原騒動の紙芝居を鑑賞する参加者



私は53歳になるとき、初めて田んぼを始めた（今、69

歳）。実は、私は子どもの頃から自給自足の百姓の生活

が羨ましいなあと思っていた。

中学校を卒業するとき、進路の選択肢は三つ。第一は

自動車整備士、第二が百姓、第三が教師。とにかく高校

へ入ってから考えよう。ところが高校を卒業するとき、

大学入試に失敗。家は貧しかったので、一年間棒に振る

わけにはいかず、何となく教育学部に入ってしまった。

結果、教師になって直ぐに30年経った。そしてようやく

やりたかった農業を始めることになった……、実はそう

でもない。

実は教師生活に行き詰っていた。そんなとき、百姓の

生き方にヒントを得た。それが53歳だったわけ。朝起き

たら田んぼを見、野菜の世話をしてから職場へ。そうし

たら毎日が慌ただしくなったはずなのに何故か充実した

日々。何か誇らしい感じというか……？

あれから17年。すっかり身に染みついてしまった。た

だ、困ったことがある。本物の百姓になりたくなったの

である。定年退職を機に一時は4反ほど米を作ってみた。

（私は畑をやりたかったので現在は2反に落ち着いている。）

畑が6反ほど。

「直売所供給

型」の農業と

自称している。

勿論、我が家

では米と野菜

は殆ど自給で

きている。

今一番の課

題は、庭の草

取りの時間が

欲しいこと。

家が荒れ放題。一方で、もっと大きく、もっと面白い農

業を目指したい気持ちが強い。そのためには畑地の造成

をしたいし、仲間が欲しい。ただ、農業で家族を養うこ

とは夢に終わりそうで、これでは到底百姓と言えないの

が悲しい。

家族のこと、世間のこともいい加減にして自分の夢ば

かり追っている年ではないが、百姓仕事を考えていると

きが一番自分らしいと思うのである。

田んぼで野球をしながらみんなで畦の大豆を籾焼きの

火の中に入れて焼いて食べた、あの秋の夕方の風景や臭

いがたまらなく懐かしい。

支えてくれる家族と、私のもの好きのために広い土地

を快く貸して下さっている皆様に感謝している。

２

50
年
を
超
え
る
俳
句
人
生

文
化
祭
で
は
詩
吟
を
朗
唱

今
月
の
「
ま
ち
ょ
な
人
」
は
、
今
月
３

日
開
催
さ
れ
る
一
之
宮
町
文
化
祭
で
詩
吟

に
出
演
さ
れ
る
本
通
上
の
役
田
八
重
子
さ

ん
（
75
）
で
す
。

役
田
さ
ん
は
俳
句
も
宮
村
の
時
代
か
ら

続
け
ら
れ
て
い
る
文
化
人
。
自
宅
に
伺
う

と
玄
関
に
は
、
秋
の
花
が
活
け
て
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
学
童
保
育
が
発
足
し
た
頃

か
ら
関
わ
ら
れ
、
現
在
も
臨
時
と
し
て
行

か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
長
年
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
続
け
ら
れ

る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？
」
と
尋
ね
る
と
、

「
習
い
ご
と
は
、
母
が
進
め
て
く
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
よ
い
師
匠
や
仲
間
に
恵

ま
れ
た
か
ら
で
す
。
学
童
保
育
で
は
子
ど

も
が
『
ば
あ
ち
ゃ
ん
先
生
』
と
呼
ん
で
く

れ
て
、
や
さ
し
く
、
か
わ
い
い
」
と
答
え

ら
れ
ま
し
た
。

人
に
や
っ
て
み
た
ら
と
言
わ
れ
て
も
な

か
な
か
で
き
な
い
の
に
、
30
年
以
上
に
わ

た
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
、

そ
の
才
能
が
あ
る
「
ま
ち
ょ
な
人
」
だ
か

ら
こ
そ
。
一
方
で
、
こ
う
し
て
長
年
続
け

ら
れ
た
の
は
、
「
元
気
で
い
て
く
れ
る
99

歳
に
な
る
母
の
お
陰
」
と
感
謝
し
て
み
え

ま
し
た
。
今
年
の
文
化
祭
で
は
、
今
井
き

み
ゑ
さ
ん
と
、
石
川
啄
木
の
「
母
」
を
演

じ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

俳
句
も
良
い
師
匠
に
恵
ま
れ
、
最
初
の

「
位
山
句
会
」
か
ら
今
の
「
濃
美
」
と
い

う
全
国
誌
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
一
之
宮

の
レ
ベ
ル
は
高
い
そ
う
で
す
。
こ
れ
も
、

指
導
者
の
三
木
隆
子
さ
ん
や
三
木
ふ
み
さ

ん
の
お
陰
で
50
数
年
続
い
て
い
る
と
謙
そ

ん
し
て
み
え
ま
し
た
。

そ
の
俳
句
、
季
節
に
応
じ
て
一
之
宮
支

所
前
の
バ
ス
停
に
掲
げ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
案
内
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ

も
、
自
主
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
始
め
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
み
な
さ
ん
、
バ
ス
停
の

俳
句
を
見
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

私
は
よ
く
通
る
の
で
す
が
、
初
め
て
知
り

ま
し
た
。

当
時
の
宮
村
役
場
を
定
年
退
職
し
た
後
、

何
か
奉
仕
を
し
な
く
て
は
と
思
い
、
こ
れ

も
自
主
的
に
公
民
館
の
清
掃
や
花
を
飾
っ

た
り
さ
れ
ま
し
た
。
他
人
の
た
め
に
と
、

続
け
て
み
え
る
役
田
さ
ん
の
「
ま
ち
ょ
さ
」
、

な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
で
、
私
も
見
習

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

一
之
宮
町
文
化
祭
に
、
み
な
さ
ん
お
出

で
か
け
に
な
り
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

役
田

八
重
子
さ
ん

（
本
通
上
）

「朧(おぼろ)月夜」私の心の歌

町川 克已 さん（山下下）

ニンニク畑をバックに自分の農業デザイ

ンについて語る町川さん

句集を前に話をされる役田さん



３

公

民

館

か

ら

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

生
涯
学
習
講
師
作
品
展

（
12
月
末
ま
で
）

■
11
月
の
公
民
館
定
休
日

４
日
（
水
）
９
日
（
月
）
24
日
（
火
）

■
11
月
の
位
山
交
流
館
定
休
日

４
日
（
水
）
９
日
（
月
）
16
日
（
月
）

24
日
（
火
）
30
日
（
月
）

世帯数 ８１１戸

年齢 男性 女性 合計

０～

14歳
187 155 342

15～

64歳
702 727 1,429

65歳

以上
337 461 798

合計 1,226 1,343 2,569

一之宮町の人口情勢

10月1日現在・単位：人

木
枯
ら
し
の
寒

さ
に
、
つ
い
家
で

過
ご
す
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

暖
か
い
こ
た
つ
に
入
っ

て
読
書
は
い
か

が
で
す
か
？

★
お
知
ら
せ

一
之
宮
分
館
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ

ル
を
行
い
ま
す
。

日
時
：
12
月
５
日(

土)

午
後
１
時
〜

２
時

場
所
：
一
之
宮
公
民
館

和
室

内
容
：
お
話
玉
手
箱
さ

ん
に
よ
る
絵
本
・

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

簡
単
な
工
作

入
場
無
料
・
申
込
不
要
で
す
。

■
今
月
の
特
集

★
り
ん
ご
の
絵
本

今
が
旬
の
美
味
し
い
「
り
ん
ご
」
が
出
て

く
る
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。 図

書

つ
ぶ
や
き

11
日
行
わ
れ
た
林
業
機
械
展
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
木
を
つ
か
み
適
当
な
大
き
さ
に
切
っ
て
集
め

て
い
く
機
械
は
、
ま
る
で
Ｓ
Ｆ
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
様

で
し
た
。
あ
ん
な
機
械
を
使
っ
て
林
業
を
す
る
の

も
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
つ
い
、
い
く

ら
す
る
の
か
な
と
聞
い
て
し
ま
い
そ
う
に
な
り
ま

し
た
。
（
若
い
と
思
っ
て
い
る
下
種
な
お
じ
さ
ん
）

町川 克

■地域別市民意見交換会
のご案内
高山市議会では今年度も地

域別市民意見交換会を開催し、

議会の活動などを報告するとともに、

将来のまちづくりの姿などについて地

域の皆さんと意見交換を行います。

お気軽にご参加いただきますようご

案内いたします。

（申込み不要）

【日時】11月20日(金) 午後7時～
※班長さんを通じて7時30分～とお知らせしてありますが、

午後7時開始ですのでよろしくお願いします。

【場所】一之宮公民館 和室

【内容】☆ 議会からの報告 ☆参加者との意見交換

■後期教養講座
「みんなで歌おう昭和歌謡教室」受講者募集
先月募集しました歌謡教室ですが、日程が

変更になったため、改めて受講者の募集をし

ます。昨年に続いて、ギターの中島ヨシハル

氏を講師に、下記の通り開催します。歌の好

きな方なら上手下手に関係なく大歓迎！

【日時】11月30日、12月7日、21日、1月18日 各月曜日

午前10時～11時30分

【会場】一之宮公民館
受講料は無料、歌集は貸出します。

※11月26日より始まるチェアエクササイズも人数に余裕があり

ますので、是非お申し込みください。

■認知症講演会のご案内
まち協福祉委員会では、デイサービスセンター八光苑の職員

を講師に、認知症講演

会を開催します。

「認知症」……最近

よく耳にする言葉です

ね。「年やでしゃあな

いんや」と思われがち

ですが、まぎれもない病気です。この機会に

専門家の説明や対処方法などを学びませんか。

【日時】11月13日(金) 午後7時～8時30

分

【場所】一之宮公民館 和室

■「不用雑誌リサイクル」のご案内
高山市図書館 一之宮分館では、高山市図書館で不用となり

除籍した雑誌をリサイクルとして無料で提供します。

【日時】11月1日(日)～11月3日(火・祝)
※11月1日(日)午前10時～午後5時

※11月2日(月)午前9時～午後9時

※11月3日(火・祝)午前9時～午後5時

●参加される方は手提げ袋などの入れ物を持参してください。

●リサイクルとして提供する資料が無くなり次第、予定の日

程より早く終了する場合があります。

※ 「みや交流サロン」１１月から冬期間休止します
７月から飛騨位山交流館で開設しました「みや交流サロン」

は11月～4月（予 定）の期間は休止しますのでよ

ろしくお願 い致し ます。

◆◆◆ 一 之 宮 地
区外の行事案内 ◆◆
◆

編
集
後
記

多
く
の
行
事
が
あ
っ
た
10
月
で
し
た
。
「
ま
ち
協
」

主
催
の
行
事
も
昨
年
よ
り
増
え
、
役
員
・
事
務
の
方
々

は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
広
報
と
し
て
は
掲
載
で

き
る
対
象
が
あ
っ
て
嬉
し
い
で
す
。
取
材
す
る
と
多
く

の
発
見
（
こ
の
年
で
も
）
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
各

種
の
催
し
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
山
腰
委
員
長
）

ニンニク畑をバック

に自分の農

句集を前に話を

3０ 2６ 20 1４ 1３ 5 ３ ２ 1 日

月 木 火 土 金 木 火 月 日 曜

昭
和
歌
謡
講
座
（
公
民
館
）

チ
ェ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

市
民
意
見
交
換
会
（
公
民
館
）

町
内
会
長
・
班
長
会
（
公
民
館
）

サ
タ
デ
ィ
サ
ー
ク
ル

認
知
症
講
演
会
（
公
民
館
）

行
政
相
談
・
心
配
ご
と

結
婚
相
談
（
交
流
館
）

一
之
宮
町

文
化
祭

（
公
民
館
・
交
流
館
）

行

事

内

容



４

卓
球
を
除
き
、
８
・
９
月
に
休
ん
で

い
た
サ
タ
ー
デ
ィ
サ
ー
ク
ル
が
10
月
か

ら
再
開
し
ま
し
た
。

10
日
の
土
曜
日
に
は
、
３
日
の
日
に

先
行
し
て
実
施
し
た
「
ふ
る
さ
と
探
検
」

を
除
き
、
各
サ
ー
ク
ル
と
も
、
講
師
の

指
導
の
も
と
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
い
そ

う
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
「
ふ
る
さ
と
の
お
菓
子
づ

く
り
教
室
」
で
は
15
名
の
子
ど
も
た
ち

が
き
な
粉
と
小
豆
の
お
は
ぎ
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
学
校
週
５
日
制
の
導
入

に
伴
い
、
土
曜
日
の
子
ど
も
た
ち
の
受

け
皿
と
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
に
つ
か
り
が
ち
な
子
ど
も
た

ち
に
よ
い
活
動
で
あ
り
、
長
く
続
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
（
山
腰
）

ま
ち
協
健
康
福
祉
部
が
主
催
す
る

「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
10
月
24
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
中
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
２
種
目
が
行
わ
れ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
支
所
を
起
点
に
、
臥

龍
公
園
か
ら
水
無
神
社
を
経
て
位
山
道
、

往
還
寺
、
ゆ
う
あ
い
広
場
な
ど
を
回
る

コ
ー
ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
宮
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は
小
学
生
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
24
人
が
参
加
し
、
３

〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
競
技

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
年
の
差
に
も

関
わ
ら
ず
わ
き
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
競

技
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
Ｊ
Ｒ
な
ど
が
主
催
す
る

「
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
も
あ
り
、

他
県
か
ら
の
参
加
者
も
あ
っ
て
、
支
所

で
は
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

（
中
畑
）

第
39
回
全
国
育
樹
祭
記
念
行
事
の

「
森
林
・
林
業
・
環
境
機
械
展
示
実
演

会
」
が
11
月
の
11
日
・
12
日
の
両
日
、

一
之
宮
町
の
モ
ン
デ
ウ
ス
ス
キ
ー
場
周

辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
か
ら
最
新
式
の
林
業
機
械
約
５

０
０
台
が
集
ま
り
、
展
示
実
演
さ
れ
た

会
場
で
は
、
全
国
か
ら
視
察
で
訪
れ
た

人
や
家
族
連
れ
の
市
民
ら
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

関
連
行
事
と
し
て
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
や
巨
樹
・
巨
木
を
訪
ね
る
「
源

流
の
森
ツ
ア
ー
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
き
な
混
乱
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

こ
の
両
日
一
之
宮
町
に
は
駐
車
場
は
ほ

ぼ
満
車
と
な
る
な
ど
、
か
っ
て
な
い
ほ

ど
の
人
が
集
ま
り
賑
わ
い
ま
し
た
。

（
中
島
）

10
月
４
日
に
女
性
委
員
の
地
区
別
自

主
活
動
が
２
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
本
通
地
区
で
は
藍
染
体
験

本
通
地
区
で
は
、
高
山
市
越
後
町
に

あ
る
ゆ
は
ら
染
工
に
出
向
い
て
「
藍
染

体
験
」
を
行
い
ま
し
た
。

出
来
上
が
り
の
想
像
を
膨
ら
ま
せ
な

が
ら
、
木
綿
に
様
々
な
太
さ
の
木
の
棒

や
ビ
ー
玉
、
洗
濯
ば
さ
み
等
使
っ
て
絞

り
模
様
を
作
り
ま
し
た
。

藍
色
は
「
草
木
染
め
の
王
様
」
と
言

わ
れ
、
飛
騨
地
方
で
は
闘
鶏
楽
や
獅
子

舞
の
衣
裳
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
17
名
は
今
も
受
け
継
が
れ
て

い
る
伝
統
工
芸
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

綺
麗
な
藍
色
に
染
め
あ
が
っ
た
ハ
ン
カ

チ
の
仕
上
が
り
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

■
山
下
地
区
で
は
秋
の
寄
せ
植
え

山
下
地
区
で
は
山
下
中
公
民
館
前
で

「
秋
の
寄
せ
植
え
」
を
行
い
ま
し
た
。

ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン
、
百
日
草
、
リ

ン
ド
ウ
等
の
色
と
り
ど
り
の
花
が
綺
麗

に
ま
と
ま
り
、
見
た
目
も
鮮
や
か
で
温

か
さ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
中
、
参
加
者
16
名
は
会
話

も
弾
み
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
込
め
た
寄

せ
植
え
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
冬
に
向
け
て
も
ま
だ
ま
だ
花
を
楽

し
め
そ
う
で
す
。
（
牛
丸
）

地
域
の
人
が
保
育
園
に
集
ま
っ
て
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
そ
う
と
、
「
ハ
ッ

ピ
ー
タ
イ
ム
IN
宮
保
育
園
」
と
名
付
け

た
行
事
が
ま
ち
協
な
ど
も
共
催
し
て
、

親
子
な
ど
１
８
０
人
ほ
ど
が
参
加
し
て

10
月
17
日
に
宮
保
育
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

「
積
木
で
遊
ぼ
う
」
、
「
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
」
、
「
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
食

べ
よ
う
」
の
３
部
門
に
分
け
て
行
わ
れ
、

積
木
を
使
っ
た
遊
び
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
大
人
と
一
緒
に
様
々
な
形
の
積
み

木
を
自
由
に
積
み
重
ね
て
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
は
８
月
の
夏
祭

り
に
も
出
演
し
た
Ｎ
Ａ
Ｏ
さ
ん
が
机
が

浮
か
ぶ
「
魔
術
」
な
ど
を
披
露
す
る
と

歓
声
が
上
が
り
、
子
ど
も
た
ち
は
不
思

議
そ
う
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

お
に
ぎ
り
作
り
で
は
、
ラ
ッ
プ
の
上

に
ご
飯
を
載
せ
て
ウ
メ
や
コ
ン
ブ
な
ど

の
具
を
混
ぜ
、
大
き
い
の
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
な
ど
、
思
い
思
い
の
大
き
さ
の
お

に
ぎ
り
を
握
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

サ
タ
デ
ィ
サ
ー
ク
ル
が
再
開

ス
ポ
ー
ツ
健
康
フ
ェ
ス
開
催 輪になってお茶の入れ方を習う子ども達

子どもも交えて行われたグラウンドゴルフ

ラップを使っておにぎりを握る子ども達

林
業
機
械
展
に
多
く
の
人

保
育
園
で
「ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム
」

機械の実演会場で説明を聞く来場者

会話も弾む中、寄せ植えを楽しむ参加者

女
性
委
で
藍
染
、
寄
植
え
体
験

見事な藍染のハンカチが完成！


